
新緑の候 《学校再開》 

新型コロナウイルスの感染拡大防止の

ため、昨年度３月より学校の臨時休校が

続いておりましたが、本県においては、

緊急事態宣言が５月１５日に、２５日に

は全ての都道府県において解除されまし

た。そして、本市においては、本日より

学校再開となりました。 

５月に入り、３密を避けながら、様々

な形で分散登校を実施し、学習課題の確

認や解説、質問の場を設けてきました。

分散登校をしてきた生徒たちの様子を見

ていても、一人一人が、３密を意識した

行動がしっかりとれていました。 

まだまだ、完全な終息という状態では

ありませんが、新しい生活様式のもと、

少しずつ学校生活を取り戻していきたい

と思います。 

学校再開に当たっての留意点等につい

ては、既に別紙「６月からの学校再開の

対応について（５月２７日）」や右図のプ

リント、「学校再開時の学校生活の心得」

等でお知らせのとおりですのでご一読願

います。 

また、今後の状況により予定が変更と

なることがあります。その際には、随時

メール配信やホームページにてお知らせ

してまいります。引き続き、ご理解・ご

協力の程、よろしくお願いいたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 生徒の皆さんへ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
３か月間の臨時休業の間、生徒の皆さんは、不要不急の外出を避け、感染の拡大防止に努めてくれました。

皆さんが、本当によく頑張ったことで、学校を再開することができます。しかし、完全に安心できる状態に

は至っておらず、３密を避けるなど注意をしながらの新しい生活様式でのスタートとなります。また、様々

な行事等も中止・変更せざるを得ない状況にあります。 

皆さんの中学校生活の思い出の１ページになるはずの様々な行事や活動が制限されてしまうことに、先生

方も心を痛めております。諸行事を楽しみにしていたり、部活動において大会・コンクールを目標として頑

張っていたりした皆さんの気持ちを考えると本当につらいです。毎年できていたことが、今年は実施してあ

げることができず、本当に申し訳なく思います。今日から学校が再開しますが、可能な限り皆さんが充実感

や達成感を味わえるよう、先生方も知恵を絞って取り組んでいきたいと思います。 

 学校が再開となりましたが、健康が第一。可能な感染予防対策をし、充実した学校生活が送れるよう、「チ

ーム姿中」一丸になって助け合い、優しさのあふれる学校にしていきましょう。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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《 令和２年度 学校経営について 》 

学校教育目標 ：   学ぶ心    豊かな心    助け合う心  

目指す学校像 目指す生徒像 目指す教師像 

・文武両道にたけ 

活気にあふれる学校 

・地域に根ざした学校 

（地域とともにある学校） 

・目標に向かって 

意欲的に取り組む生徒 

・思いやりのある生徒 

・愛と情熱をもって 

生徒と向き合う教師 

・使命感があり 

自ら範を示す教師 
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令和２年度 教科書展示会の開催について 

教科書展示会は、教育関係者の教科書研究に資するとともに、一般公開を通じて、 

地域住民等の多くの方々に認識の機会を提供し、教科書に対する関心を高めること 

を目的に毎年開催されます。 

１ 日時 令和２年６月１２日(金)～７月３日（金）午前９時～午後５時 

     ただし、土曜日・日曜日は展示を行いません。 

２ 会場 （小学校、中学校、特別支援学校用教科書展示）栃木県庁河内庁舎Ｂ棟２階研修室 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

いじめ防止基本方針 

「いじめは決して許されない行為である」との認識の

下、いじめの未然防止の取り組みの充実と早期発見・

早期対応の徹底に努めているところであります。方針

の詳細については、学校ホームページをご覧くださ

い。 

体罰のない明るく風通しのよい学校を！ 

「体罰は生徒の体や心を傷つける人権侵害行為であ

る」との考えの下、生徒一人一人を大切にし、力に頼

らない指導（人権に配慮した指導・生徒理解に基づい

た指導・教育上必要な場合には、厳しさをもって毅然

とした指導）をしてまいります。（別紙参照） 

※いじめ・体罰等をはじめ、何か気になることがあれば、遠慮なく学校までご相談ください。 

【学校経営の理念】 －生徒が生きる－ 

これからの社会を生き抜く生徒一人一人の確かな成長のためには、学習がよく分かる喜び、自分の役割が分

かり居がいのある喜び、友達や先生と心が通い合う喜びを味わわせること、さらに学んだことをもとに課題を

解決する力や創造する力を身につけさせることが大切であると考えます。そのためには、本校の伝統と校風を

受け継ぎつつ、全ての教職員が組織の一員としての自覚を持ち、個々の能力を発揮するとともに、互いに研鑽

し合い、同一歩調で、よりよい指導を行っていくことが不可欠であります。また、保護者・地域の方々にとっ

ても、学校が安心感のもてるところであるとともに、学校に積極的に関わっていただくことで、保護者・地域

の方々が持つ力を十分に発揮できる場であることが必要です。そこで、「生徒が生きる」ための教育活動を推進

していくために、学校・保護者・地域の連携を強化し、 

「教師が生きる」「保護者が生きる」「地域が生きる」 

学校づくりを目指します。 

【今年度の重点（学校運営）】 

① 帰属意識や規範意識を高め、互いが協力し合い、思いやりと居がいのある学級集団を育成する。 

② 生徒の自主的・主体的な活動を助長し、自己肯定感や自己有用感を育てる活動を推進する。 

③ 「努力を認める」「達成状況を褒める」「次に向けて励ます」（認めて・褒めて・励まして）の３指導を実践する。 

④ 新学習指導要領の移行期間における対応と教員の授業力向上に努める。（知的好奇心をあおる魅力ある授業展開の工夫） 

 ⑤ これからの社会を生き抜く生徒が、様々な課題と積極的に向き合い、課題に対し見通しをもって考え、 

  他者と協働し解を導き出す力（創造する力）を育成する。 

生徒が生きる 

教師が生きる 保護者が生きる 地域が生きる 

【お知らせ】 


